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会社名 株式会社ツナググループ・ホールディングス 

代表者名 代 表 取 締 役 社 長 米田 光宏 

（コード番号：6551 東証スタンダード） 

 

 

IR公式 YouTubeチャンネル 配信動画 

『中期経営計画に寄せられたご質問に回答します！』回 書き起こし記事 

 

 

 

■YouTube動画『【IR解説】中期経営計画に寄せられたご質問に回答します！』 

https://www.youtube.com/watch?v=B8B1oI5zNh8&t=58s 

 

 

 

＜本件に関するお問い合わせ先＞ 

株式会社ツナググループ・ホールディングス 

お問い合わせフォーム https://tghd.co.jp/contact/ 

 

  

https://www.youtube.com/watch?v=B8B1oI5zNh8&t=58s
https://tghd.co.jp/contact/


スピーカー： 

株式会社ツナググループ・ホールディングス 代表取締役社長 米田光宏（以下、米田）  

株式会社ツナググループ・ホールディングス 財務経理本部 本部長 沼畑正輝（以下、沼畑） 

 

 

中期経営計画の概要と背景 

 

米田：本日は、8 月に開示した中期経営計画に寄せられたご質問への回答を行います。当社は 2007 年の

創業以来、2 桁の CAGR（年平均成長率）で成長してきました。この背景には、世の中の人手不足（労働

需給ギャップ）の拡大にあります。 

 

 
 

米田：当社の売上高成長と、社会の「人手不足指数」との相関係数は 0.85と非常に高い数値を示してお

り、人手不足が当社の事業成長の追い風となってきました。今後 5 年間も労働需給ギャップは拡大し続

けます。当社は次々と生まれる新たなプロダクトやサービスと顧客企業をつなぐことで、この深刻化す

る社会課題に向き合い、成長を続けていきます。 

 

 

 

次なる戦略：Circular Recruiting（サーキュラー リクルーティング） 

 

米田：人口減少が進む中、従来の「集めて選ぶ」採用手法は限界を迎えます。2026 年以降、非正規労働

人口自体も頭打ちになると予測される中、私たちが提唱するのは「Circular Recruiting（サーキュラー 

リクルーティング）」“循環型採用”です。「この日だけ働きたい OB・OG（退職者）」「短時間で複数の職

場を掛け持ちたい人」など、仕事と時間を切り分けて循環させる雇用モデルへの転換が求められていま

す。 
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成長市場への注力 

 

 
 

米田：人材市場全体の成長率は CAGR（年平均成長率）5.0%と落ち着いていますが、「アルムナイ（退職

者）」「外国人材」「RPO（採用代行）」の市場は今後も高い成長が見込まれます。当社はこれらの領域にリ

ソースを集中投下します。 

 

 

 



 

 

数値目標 

 

 
 

 
 

米田：2025年度比で 1.75倍となる売上高 350億円、営業利益は 3.2倍の 28億円（営業利益率 8%）を目

指します。特にアルムナイと外国人材の領域で売上の約 3分の 1を構成する計画です。 
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米田：中期経営計画の詳細は、別途アーカイブ動画にて詳しく解説しておりますので、ぜひご覧くださ

い。ここからは、皆様からのご質問に回答します。 

 

 

 

Q1：新サービス「アルムニア」の詳細について 

 

 
 

 

 

 



米田：「アルムニア」は、退職者をデータベース化し、循環型採用を実現するシステムです。これまでの

採用では、応募者の多くが条件の不一致などで不採用となり「掛け流し」状態になっていました。「アル

ムニア」は、退職者や過去の応募者をタレントプールとして資産化し、必要な時にオファーを出せる仕

組みです。これにより、企業は育成した人材を再活用でき、労働者はライフスタイルに合わせて柔軟に

働くことが可能となります。 

 

 
 

米田：システム上で情報の更新やオファー出しができるだけでなく、給与計算や支払いといった複雑な

労務管理も当社がアウトソーシングとして請け負います。これにより、企業側は安心して退職者を再雇

用できます。 
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米田：マネタイズについては、ID 課金ではなく、給与計算や支払い代行などの「事務手数料」をいただ

くモデルです。スケールするほど企業のコストメリットが出る設計となっています。 

また、このシステムはグループ企業間やフランチャイズ間での「人材シェアリング」機能も備えてお

り、労働需給ギャップ解消の大きなソリューションとなります。 

 

 

 

Q2：スポットワークプラットフォームとの競合について 

 

米田：「アルムニア」は循環システムであり、人を集める「集客機能」は持っていません。そのため、ス

ポットワークプラットフォームとは競合せず、むしろ両立する関係にあります。「人を集める場所」と

「人を循環させる場所」の両輪で企業の採用課題を解決していきます。 

 

 

 

Q3：営業進捗とボトルネックについて 

 

米田：2025年 7月のローンチから 3ヶ月で、71社への案内に対し 6社を受注、2社がオンボーディング

中と順調です。経営層にはコストや労務リスク低減のメリットをご理解いただいていますが、現場での

アプリ登録作業などが負担となる場合があり、現場の理解と浸透が現在のボトルネックとなっています。

導入サポートを強化し、この課題を解消していきます。 

 

 
 

 

 

 

 

 



 

 

Q4：顧客の評判と導入効果 

 

米田：大手物流のお客様の事例では、アルムニアの活用により年間約 8,000 万円のコスト削減が見込ま

れています。また、経験者を再雇用することで教育コストが下がり、現場の品質向上にもつながったと

高評価をいただいています。 

 

 
 

 

 

Q5：株主還元について 

 

米田：当社はストック型のビジネスモデルであり、中長期的な成長を目指しています。株主還元におい

ては配当を重視し、本中計期間中は配当性向 30%を目指します。業績回復に伴い増配を実現してお

り、今後も成長に応じた増配を通じて株主の皆様に還元してまいります。 
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米田：ご質問は以上です。今後も IR情報を積極的に発信してまいりますので、引き続きよろしくお願い

いたします。  


